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１１月の「ちばの食育月間」の取組として、１１月２４日に市内各校で一斉に野田産の食材

をアピールした給食を実施します。 

 

見つけるのだ！ 食べるのだ！ 

～のだの恵みを味わう給食の日～ 

 

 

1 日 時 平成２９年１１月２４日（金）の給食 

 

2 実施校 市内全小中学校 関係幼稚園 

 

3 目 的  

１１月は、千葉県の「ちばを食べよう！ちばの食育月間」であることから、各校が連携

し、同じ日に学校給食で、野田の旬の食材や特産物を活用した献立を実施し、子ども達

に味わってもらうことで、野田市の農業、畜産業、特産物への興味、関心を高める。 

 

4 内 容 

（１）当日の献立は各施設の栄養士が、産直農家や地元業者から野田産の食材を自由に選択

し、それぞれに旬の食材を生かしたごはん献立を作成する。 

（黒酢米、黒酢米の発芽玄米、ほうれん草、長ねぎ、白菜、キャベツ、さくらポーク、

鶏卵、もろみなど） 

実施予定献立、使用する野田の食材は《別紙１》参照 

 

（２）市教委で各校の献立内容を確認し、地元の産直農家や精肉店と納品の調整をする。 

 

（３）使用する学校が多い旬の食材については、野田市教育研究会栄養士部会で食材紹介の

チラシを作成し、各クラスで給食時間に栄養教諭や担任が食材について紹介するとと

もに、家庭にも配布する。 

   配布資料は《別紙２》参照 

 

（４）野田産米から作った米粉を市の学校給食用に２００㎏寄付していただいたＪＡちば

東葛の方を川間小に招待し、市長、児童生徒と会食をしていただく。 

参加者：ＪＡちば東葛組合長他４名、ラッキー、ブラッキー 

    市長、教育長、部長、担当係長 

また、４校時に栄養教諭が行う朝食についての食育授業も参観していただく。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊全国順位は平成２７年農業産出額に基づくものです。 

しょうゆのもろみ 

 

 しょうゆのもろみとは、大豆や小麦から

つくった麹に塩水を混ぜ、発酵させたもの

です。これを搾ったものがしょうゆとなり

ます。しょうゆを搾る前なので、「しょうゆ

の実」とも呼ばれます。 

野田さくらポーク 

 

 野田さくらポークは、野田生まれ、野田

育ちの豚肉です。臭みがなく、柔らかでジ

ューシーな肉質。焼いてもよし、蒸しても

よし、揚げてもよし、冷製料理にもよし。 

千葉県産豚肉の共通名称「チバザポーク」

の１つです。 

ほうれん草 

 

今では１年中手に入るほうれん草です

が、冬が旬の野菜です。寒さに耐えて養分

を蓄えるからこそおいしくなります。千葉

県は産出額全国１位！野田市は県内の主

な産地で、川間・木間ケ瀬・福田地区で多

く育てられています。 

（全国２位は埼玉、３位は茨城です） 

 

ねぎ 

 

 千葉は全国に誇れる農産物の一つです。 

野田市内でも、関宿から南部地区、福田地

区まで広くねぎを育てている農家さんが

あります。 

 ねぎは白い部分より緑色の部分栄養が

たくさんあります。 

（全国２位は埼玉、３位は茨城です） 

発芽玄米 

 

野田市の給食では、野田市のブランド米「黒

酢米」からつくられた発芽玄米を取り入れて

います。玄米をほんの少し発芽させることで

おいしさと栄養がアップ！！ 

たまご 

 

 野田市の豊かな自然の中で健康に育っ

たにわとりの卵は栄養満点！ 

千葉は産出額全国２位。１位は茨城、

３位は鹿児島となっています。 

全国１位 

千葉県 

全国１位 

千葉県 
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